
 

農業者年金のメリット

★１　農業者の方ならどなたでも加入できます！

★２　終身年金です！万一、８０歳前に亡くなられた

　　　場合でも８０歳までの保証付き！

★３　保険料の額は自由に設定できます！ (月額2万～6万7千円)

★４　支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象

　　　になります！その他、税制面の優遇措置あり！

★５　積立てられた保険料は、長期的に安定した運用

　　　が工夫されています！

★６　保険料の補助を受けられる人もいます！

人生８０年を超える時代 ･･

 

詳しい内容は、中をご覧下さい。

市町村農業委員会・ＪＡ
山梨県農業会議・ＪＡ山梨中央会

お気軽にご相談ください。
★農業者年金に関する詳しい内容は
　農業者年金基金HPから ･･･
　https://www.nounen.go.jp/

★農業者年金の概要を説明した動画
　をYouTube で公開しています。
　こちらからご覧ください ･･･

★６　保険料の補助を受けられる人もいます！

①６０歳までに保険料納付期間が２０年以上見込まれる方

②農業所得 (配偶者、後継者は支払を受けた給料等 )が９００万円以下の方

	 ①・②を満たす方で、下記の区分１～５のいずれかに該当する方は、最長２０年間、
	 保険料の補助が受けられます。
	 ＊補助が受けられる期間は、（ａ）３５歳未満の方 ･･最長２０年間（ｂ）３５歳以上の方 ･･最長１０年間

区分 必要な条件
国　庫　補　助　額

３５歳未満 ３５歳以上
1 認定農業者で青色申告者 １０, ０００円 (５割 ) ６, ０００円 (３割 )
2 認定就農者で青色申告者 １０, ０００円 (５割 ) ６, ０００円 (３割 )

3
区分１または２の者と家族経営協定を締結し経営に参画
している配偶者または後継者

１０, ０００円 (５割 ) ６, ０００円 (３割 )

4
認定農業者または青色申告者の何れか一方を満たす者
で、３年以内に両方を満たすことを約束した者

６, ０００円 (３割 ) ４, ０００円 (２割 )

5
３５歳まで (２５歳未満の場合は１０年以内 )に区分１
の者となることを約束した後継者

６, ０００円 (３割 ) ―

保険料は２万円で固定されます。
加入者が負担する保険料は、２万円から国庫補助額を差し引いた額です。

☆この場合、受け取ることができる年金は ･･ ？
●自分で積み立てた保険料は、基本的に６５歳以上７５歳未満（受給開始時期の選択が可
　能）から年金として受け取ることができます。　　　　　　　　　　　　(６０歳から受給可 )

●保険料の補助を受けた分は、経営経承(＊)をすることで年金として受け取ることができます。
(６０歳から受給可 )

ただし、区分３で保険料の補助を受けた方は、「家族経営協定の破棄」
という経営経承で、補助部分の年金を受け取ることができます。
（農地等を所有していないこととします。）

自分で積立てた
保険料

老齢年金
として受取れる

経営経承 (＊ )
後継者や第三者へ農地などの権利の設定や移転等を行い、農業経営から引退すること。

保険料の

　補助部分
特例付加年金
として受取れる

条

　

 

件
経営経承
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★１　農業者の方ならどなたでも加入できます！

★３　保険料の額が自由に設定できます！(月額2万～6万7千円)

★２　終身年金です！

　　　万一、８０歳前に亡くなられた場合でも８０歳までの保証付

①国民年金第１号被保険者
②年間６０日以上農業に従事する方
③２０歳以上６０歳未満の方

	 ①～③を全て満たす方であれば、①～③を全て満たす方であれば、経営主・後継者・配偶者等どなたでも経営主・後継者・配偶者等どなたでも加入できます。加入できます。
	（年間６０日以上農業に従事する６０歳以上６５歳未満の国民年金任意加入者も加入できます。）	（年間６０日以上農業に従事する６０歳以上６５歳未満の国民年金任意加入者も加入できます。）
　加入後は、いつでも脱退でき、脱退した場合それまで積立てた保険料は将来年金として受給で　加入後は、いつでも脱退でき、脱退した場合それまで積立てた保険料は将来年金として受給で
　きます。
	 農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金へ加入する必要があります。
	 ( 付加保険料月額４００円・強制適用の届出 )市町村国民年金課 (係 ) へお問い合わ
	 せください。

農業者年金は一生涯受給できます。老後の定期的な収入が確保されます。
基本的には６５歳以上７５歳未満（受給開始時期の選択が可能）から年金をもらうことができ
ますが、６０歳から年金をもらうことも可能です。
万一加入者や受給者が８０歳前に亡くなられた場合でも、死亡した翌月から８０歳まで受け
取れるはずであった年金 (自分が積立てた分等 )が死亡一時金として遺族に支払われます。

保険料は、月額２万円（35 歳未満で一定の要件を満たす方は１万円）～
６万７千円の間、１，０００円単位で自由に選択でき、いつでも見直すことがで
きます。
経営や生活にゆとりがない時は少ない保険料を選択し、多少ゆとりが出てきた時は多い保険
料を選択して将来に備えるといった、農業経営の状況や老後設計に合わせて保険料の額を決
められます。

　〈保険料月額２万円・３万円で通常加入、運用利回り２．7４％の場合〉（令和６年５月加入時点）

加入年齢 納付期間
保険料月額２万円の場合 保険料月額３万円の場合

本人負担分 男性 (年額 ) 女性 ( 年額 ) 本人負担分 男性 (年額 ) 女性 ( 年額 )
２０歳 ４０年 960万円 85万円 74万円 1,440万円 128万円 111万円
３０歳 ３０年 720万円 56万円 48万円 1,080万円 84万円 72万円
４０歳 ２０年 480万円 33万円 28万円 720万円 49万円 42万円
５０歳 １０年 240万円 14万円 12万円 360万円 21万円 19万円

●この試算は、６５歳までの運用利回りが2.74％、６５歳以降の予定利率が1.00％となった場合の試算です。
　運用利回り2.74％は現行制度発足以降の令和４年度までの２１年間の運用利回りの平均です。予定利率1.00％は農林水産省告示（R6.3.31施行）
　により定められている率です。
●年金額は６５歳裁定における年額です。６５歳での農業者年金加入者の平均余命を考慮し、男性86.5 歳、女性92.0 歳まで生存した場合を根拠と
　して試算した受取年額です。女性は男性よりも平均余命が長いため、その分年額は少なくなります。

年金額の試算 ★５　積立てられた保険料は、長期的に安定した運用が工夫されています！

★４　支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象になります！

支払った保険料は、全額（最高年額８０万４千円）社会保険料控除の対象となり、
所得税・住民税が節税になります。支払った保険料の１５～３０％程度の大きな節税効果
です。　　　民間の個人年金の社会保険料控除は上限５万円（平成24年１月１日以後に
　　　　　　契約した新個人年金は上限４万円）です。

ｅｘ　：農業者Ｘさん・・課税所得１５０万円（税率１５％）　の場合

保険料などの年金資産は、農業者年金基金によって安全かつ効率的な運用をしてい
ます。
万が一６５歳の年金裁定時に運用の結果がマイナスになってしまった場合でも、運用益の
一部からマイナス部分を補う仕組みになっています。
この他にも、農業者年金は加入者の方から手数料をいただいておりません ( 国が
負担 ) ので、その分多くの運用益を得ることができます。
毎年６月頃、加入者全員に自分の積立てた保険料額やその運用益がどうなっているのかを
「付利通知」でお知らせしています。

　　　Ａ－Ｂ＝３万６千円が節税になります！
また、農業者年金の運用によって得られた運用益も非課税です！
　　　　一般の預貯金等の利息には２０％が課税されます。
さらに、将来受け取る年金は公的年金等控除が適用されます！
　　　　（例：65歳以上の者では、公的年金等に係る雑所得以外の合計所得金額が１千万
　　　　　円以下で、公的年金等の合計金額が330万円以下の場合は110万円まで全額
　　　　　非課税です。）

 

Ａ：農業者年金に未加入の場合の税額

　１５０万円×１５％　＝２２万５千円

Ｂ：農業者年金に加入の場合の税額
　　（保険料月額２万円、年額２４万円）

（１５０万円－２４万円＝１２６万円）×１５％

＝１８万９千円

保険料支払いによる節税効果（所得税・住民税）の試算

税　率
保険料の額が

	月額２万円
(年額２４万円 )の場合

	月額５万円
(年額６０万円 )の場合

	月額６. ７万円
( 年額８０. ４万円 ) の場合

15％ ３６，０００円 ９０，０００円 １２０，６００円
20％ ４８，０００円 １２０，０００円 １６０，８００円
30％ ７２，０００円 １８０，０００円 ２３１，２００円


